授業における「複数武道」の効果と課題　―Ｙ大学の居合道・杖道の授業実践から― by 阿部 弘生
Ⅰ．はじめに







































































































































一 本 目 前（まえ）
二 本 目 後（うしろ）
三 本 目 受け流し（うけながし）
四 本 目 柄当て（つかあて）
五 本 目 袈裟切り（けさぎり）
六 本 目 諸手突き（もろてづき）
七 本 目 三方切り（さんぼうぎり）
八 本 目 顔面当て（がんめんあて）
九 本 目 添手突き（そえてづき）



































一 本 目 本手打（ほんてうち）
二 本 目 逆手打（ぎゃくてうち）
三 本 目 引落打（ひきおとしうち）
四 本 目 返し突（かえしづき）
五 本 目 逆手突（ぎゃくてづき）
六 本 目 巻落（まきおとし）
七 本 目 繰付（くりつけ）
八 本 目 繰放（くりはなし）
九 本 目 体当（たいあたり）




一 本 目 着杖（つきづえ）
二 本 目 水月（すいげつ）
三 本 目 引提（ひっさげ）
四 本 目 斜面（しゃめん）
五 本 目 左貫（さかん）
六 本 目 物見（ものみ）
七 本 目 霞（かすみ）
八 本 目 太刀落（たちおとし）
九 本 目 雷打（らいうち）














































































































































































































































































































































































































　 一 般 社 団 法 人 全 日 本 剣 道 連 盟 公 式 ホ ー ム ペ ー ジ、https://www.kendo.or.jp/
knowledge/，２０１８年１２月３日閲覧
９）全日本剣道連盟居合は、昭和４４年に７本が制定され、同５５年に３本、平成１２年に
はさらに２本追加され、現在では１２本の形が制定されている。
１０）全日本剣道連盟『全日本剣道連盟居合（解説）』全日本剣道連盟，２００６．
１１）第１回目の「抜きつけ」「切り下ろし」の技術を用いた形として、夢想神伝流に
著者が適当と思う形があるため、採用した。
　 松峯達男『居合の研究　夢想神伝流（下）』スキージャーナル，pp.１１０ -１１８，
２００８，参照．
１２）全日本剣道連盟『全日本剣道連盟杖道（解説）』全日本剣道連盟，２０１７．
１３）「武道授業における杖道導入への取り組み」
引用文献
・阿部弘生「武道授業における杖道導入へのとりくみ」：『人間開発学研究』第２号
pp.１１１ -１３３，２０１１
・植原吉朗他「武道の学校体育への導入可能性について：指導事例の報告より」日本
武道学会第４３回大会発表，２０１０．
・金田和久「大学授業科目としての居合道における考察」：『国際武道大学研究紀要』
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第１５号，pp.１０７ -１２５，２０００．
・全日本剣道連盟『全日本剣道連盟居合（解説）』全日本剣道連盟，２００６．
・全日本剣道連盟『全日本剣道連盟杖道（解説）』全日本剣道連盟，２０１７．
・松峯達男『居合の研究　夢想神伝流（下）』スキージャーナル，２００８．
・ 文部科学省『中学校学習指導要領（平成２９年告示）解説 保健体育編』東山書房，
２０１８．
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